
研 究 成 果 報 告 書 

 2025 年 2 月 26 日 

１．所属・職・氏名 等 

教養学部 比較文化学科・准教授・山越英嗣 

 

２．研究課題（テーマ）名 

「山梨の生活史」 本学の授業全般の改善に関する研究領域 

 

３．研究期間 

2023 年 4 月～2025 年 3 月 

 

４．利用した研究費の種類及び金額 

重点領域研究費交付金：290,992 円 

 

５．研究の概要 

比較文化学科の新カリキュラムの目玉のひとつとなる、「資料調査法Ⅲ（山梨の生活史）」は 

5 名の教員によるオムニバス講座である。各教員とも都留、そして山梨に住む人々や仕事に

着目する比較文化学科ではじめての科目を立ち上げるにあたり、担当者は各自事前準備や調

査が必要となる。授業改善と地域の課題改善につなげるため、重点領域研究費を申請する。 

 

６．研究成果等 

■ 令和 5 年度は、当該科目実施に関する基礎的な情報収集を各担当が行った。各教員の研

究成果は下記の通りである。 

 

青木深：山梨県の近現代史に関する既存研究を大衆文化の観点から整理した（2024 年 2 月

21 日・22 日、山梨県立図書館）。おもに甲府市の資料を閲覧・収集し、地方史としての蓄

積が充分にあることを確認した。大衆文化についても、甲府は近世には歌舞伎役者の巡業地

として重要な位置を占めたという「自負」も手伝ってか、近現代の演劇や映画の歴史を探る

仕事も出版されている。そのほか、戦前の地方都市モダニズム文化の開花から戦災と戦後の

復興、さらに商店街の衰退までを概観する二次資料を収集した。くわえて部分的にだが、甲

府で出版された一次史料（1911 年・1918 年・1936 年の『甲府案内』、1950 年代後半の週

刊誌『週刊娯楽ガイド』『サンデー山梨』、など）を閲覧した。2024 年度は、県内のほかの

自治体数か所（富士吉田市、韮崎市など）についても同様の調査を行うことが必要と思われ

る。また、複数の時期を定めて新聞史料（『山梨日日新聞』『峡中日報』『山梨時事新聞』な

ど）を閲覧し、既存研究の少ない見世物興行、寄席、音楽興行などについての情報も渉猟し

たい。 



上野貴彦：人口減と住民の多様化が同時進行する山梨県の現状に関する調査・分析と、ゼミ

ナールを中心とした教育の双方において戦略的な調査地を検討した。具体的には、山梨県の

人口動態や社会経済状況に関する統計データを分析し、人口減少や高齢化、外国人人口の増

加と滞在資格や居住経験をめぐる多様化などの課題や影響を考察した。また、多文化共生政

策・実践者の人脈を活用して、山梨県中央市など県内の自治体や NPO に対する調査協力依

頼の可能性を模索した。しかし、前述の作業が予想以上に難航したため、2024 年度に現地

調査を本格化する予定である。 

山本芳美：今年度の研究計画については、8 月以降家族の事情もあり、思うように動けなか

った。 令和７年より授業が開始するため、令和 5 年度はさまざまな可能性を模索したもの

の、準備に終わった。6 月 18 日に山梨県立図書館、ならびに韮崎の大公寺を神奈川大学准

教授の角南聡一郎氏と下見に行き、角南ゼミと 8 月に合流して物質文化調査の計画を立て

た。次いで、学生を引率して 7 月 16 日にも甲府の山梨県立図書館ならびに韮崎を見学し

た。しかし、8 月に両親が倒れたため、執行計画が思うようにいかなくなった。12 月 9 日

に下吉田の「ハタオリフェスティバル」を見学し、織物工場の見学を毎月第３土曜日に受け

付けていることを知った。2 月初旬にも日本吸血虫症の撲滅に寄与した杉浦医院（昭和町）

と山梨県立博物館の見学を計画したが、伯母の見舞いに行かねばならず取り消しした。次年

度に関しては、より実現できる授業準備を実施したい。 

山越英嗣：富士吉田市において、「御師のいえ」の保存・活用を推進する一般社団法人カノ

エサルのメンバーや富士吉田市役所企画部長の渡辺一史氏らと交流を行った。高齢化によ

る講社の衰退により「御師のいえ」は従来の機能を果たさなくなってしまったが、海外から

の観光客の増加など現状に即した御師文化の・活性化・創造の可能性について調査や議論を

行った。 

 

■ 令和 6 年度は、当該科目に関する具体的な履修内容を各教員が決定するための調査を行

った。各教員の研究成果は下記の通りである。 

 

青木深：山梨県立図書館へ出張し、同図書館が所蔵する明治期・大正期・昭和期の県内新聞

を閲覧・複写した。この作業を通して、「資料調査法 III」の青木担当回における実習の具体的

な像の形が整った。すなわち、近現代の地域社会における社会史・文化史・生活史を研究す

る際の一次史料としての新聞の重要性を示し、地方紙を所収したマイクロフィルム史料の実

習を行う。また、富士川舟運に特化した富士川町歴史文化館「塩の華」を訪問し、博物館で

の実習を企画する場合には同館も候補地の一つになる点を確認した。 

上野貴彦：2024 年度は、多様な国籍・母語からなる住民からみた山梨での生活経験を分析

するため、山梨県中央市のブラジル人学校に複数回、コミュニティの変遷などに関する聞き

取り調査を行なったほか、祭り（フェスタ・ジュニーナ）への参与観察も実施した。また、

山梨県甲府市の人材派遣会社にも聞き取り調査を行い、企業の視点から照射した地域社会の

多様化についても考察した。 

2025 年度に新規開講する「資料調査法 III」には、上述の研究成果を、本重点研究の枠外



で分担者（上野）が実施している、地域住民の多様化と地方自治体の関係に関する研究の成

果とあわせて還元する。それにより、「多様化する山梨の地域社会」を住民・企業・自治体

という３つの視座から多角的に捉える講義ならびに現地調査が可能となる。 

佐藤裕：南アジア系移民をテーマにする佐藤は、甲府市での聞き取り調査から以下の知見を

得た。（1）宝石商を含む外国籍住民が展開するエスニック・ビジネスについて、県内を拠点

に活動する日本の企業や外国人支援団体との関係性から情報を入手した。（2）インド出身の

宝石商が国中地区を拠点に、国内外に展開するビジネス・ネットワークについて、出身地や

宗教、インド人内外のつながりに関する基礎的な情報を、聞き取りを通して明らかにした。 

山本芳美：本年度は、前期を中心に河口湖・西湖方面を中心に実地調査と見学を実施した。

地場産業を知るために河口湖の山梨宝石博物館、癒しの里 根場にての砂防資料館を見学し、

足和田災害について全容を把握した。続いて、地元の婦人会「みずうみ」代表の渡辺節子さ

んに案内を受けて足和田災害の慰霊塔をめぐった。そして、山梨県立博物館にて足和田災害

と日本住血吸虫症についての展示見学・情報収集をおこなった。次いで、大月市郷土資料館

で、明治 40 年の水害で北海道移住についても知識を得た。また、企画広報の安富氏と西湖

にあるアミューズ本社を訪問し、来年度現地授業の算段をつけた。 

山越英嗣：御師の家の現状について、現地調査を行った。御師・上文司、筒屋、菊屋坊での

聞き取りを行い、富士講社が衰退して以降、御師たちがどのように家屋や自らのアイデンテ

ィティを次世代に継承しようとしているのか、その方法を考察した。また、令和 6 年 8 月

26 日に一般社団法人カノエサルと山越ゼミ生および有志学生との協働で、御師の家のタツ

ミチ（注：表通りから家屋まで続く通路）に灯籠 700 個を設置するイベントを実施した。さ

らに、富士山ミュージアムの篠原武学芸員にインタビューを行い、上吉田地区の御師文化の

歴史的変遷についてお話を伺った。 

 

７．研究の実績（論文・発表 等） 

来年度授業内容の切り口、構想を固めることができた。具体的な研究成果は下記の通りであ

る。 

令和５年度 

１．【講演】山本芳美 2024 年 11 月 8 日（水）シリウスカレッジ 「温泉とタトゥー 外

国人観光客の『おもてなし』を考える」 

 

令和６年度 

１．【講演】山越英嗣 2025 年 1 月 29 日「富士山のため、地球のために立ち上がる―一般

社団法人カノエサルのやり方」都留文科大学地域交流研究センター主催 


